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概要
本研究の目的は，寄付の意思がない対象者に反感を
抱かれにくい寄付行動促進エージェントの実現であ
る．先行研究として著者らは，対話者が好意的な解釈
の傾向がある「準」自然言語に着目し，「準」自然言語
エージェントを提案している．本研究では，「準」自
然言語エージェントの有用性を検証するため，実際の
寄付行動を想定した実空間での実験を行った．検証の
結果，仮説は支持されなかったが，「準」自然言語が持
つ曖昧性により広告を注視する等の情報を補う行動を
誘発した．
キーワード：寄付行動，エージェント，「準」自然言語
1. はじめに
近年，人々の寄付行動を促す方法として，ロボット
や CGキャラクタなどのエージェントを用いた研究が
行われている．田中他 (2009) は，エージェントが表
示されるディスプレイを搭載した募金箱を用いて，寄
付している人の手を検知して感謝を伝える等のインタ
ラクションを行うことで，寄付行動を促進できる可能
性を示した．
しかし，実際には全ての対象者が寄付意思を有して
いるとは限らない．ここで,長津・相川 (2009)はユー
ザに対してある特定の行動を命令するシチュエーショ
ンのように，ユーザの行動の選択肢が制限される際に
反発されることを示している．また，来住 (1974)は，
ユーザ自身にとって不利益が大きい行動を促した場
合，拒否反応を起こしやすいことを示している．つま
り，ユーザの意思とは関係ない行動を促すと，反発さ
れる可能性が高い．そのため，寄付行動においても同
様に，寄付の意思がない人を対象に寄付促進を行うと
反感を抱かれる可能性が高いという問題がある．
そこで本研究では，寄付の意思がない人に寄付を促
した場合に反感を抱かれる問題に対し，寄付の意思が

ある人には寄付行動を促進しつつ，寄付の意思がない
人には不快感を抑制する寄付行動促進エージェントの
実現を目指す．
先行研究として著者らは，「準」自然言語エージェ
ントによる寄付行動促進を提案した（関他，2022）．
「準」自然言語とは清丸他 (2017)によって提案された
言語で，自然言語の単語をアクセントと音韻数を維持
して「ド」と「ラ」の音で置き換えた音声を指す．準自
然言語は，強い曖昧性によって，対話相手がエージェ
ントの意図を都合よく解釈するという性質がある．そ
のため，対象者が寄付意思がある場合はエージェント
の発話を寄付促進の意図として解釈し，寄付意思がな
い場合は寄付促進ではない意図として解釈されるエー
ジェントデザインが実現できる可能性がある．クラウ
ドソーシングを用いて，実験参加者にオンライン環境
で「準」自然言語エージェントが寄付を促す動画を視
聴してもらう実験を行い，結果として，「準」自然言語
エージェントによる寄付意欲の向上や，不快感の抑制
が実現できることを示した．
しかし，先行研究の実験環境は実際の環境と異なり，
オンライン環境における動画視聴であったことに加え
て，寄付の意思を表明しても実際には金銭的な損失が
生じないことから，実験参加者がシチュエーションに
対して没入できず回答責任が軽くなってしまうという
問題点があった．
そこで本研究では，実際の環境に近い設定で「準」
自然言語エージェントによるインタラクションが寄付
意思と不快感に与える影響を検証するために，実空間
での実験を行う．また，実験参加者の寄付行動への没
入感を高めるために，謝礼金の中から実際に寄付金を
支払うように実験参加者に教示する．
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表 1 アンケート項目
インタラクション前質問

Q1 上記のポスターに対して寄付したいと思った度合いを回答して下さ
い．
1:協力しない～ 4:協力する

Q2 上記の数値を回答した理由をお教えください．(自由記述)

Q3 上記のポスターの内容で寄付をお願いされた際に反感を抱きました
か．
1:抱いた～ 4:抱かなかった

Q4 上記の数値を回答した理由をお教えください．(自由記述)

インタラクション後質問
Q5 提示されていたテーマについて，寄付したいと思った度合いを回答し

て下さい．
1:寄付したいと思わなかった～ 4:寄付したいと思った

Q6 上記の数値を回答した理由をお教えください．(自由記述)

Q7 提示されていたテーマについて，お願いされた際に反感を抱きました
か．
1:抱いた～ 4:抱かなかった

Q8 上記の数値を回答した理由をお教えください．(自由記述)

Q9 提示していた広告はどのような内容について記載されていたか，でき
る限り詳しくお教えください．
自由記述式

2. 実験
2.1 実験目的
本実験の目的は，「準」自然言語エージェントの寄
付意思の促進と不快感の抑制に与える影響を，実際の
寄付行動に近い設定で調査することである. 「準」自
然言語エージェントによる寄付行動促進が及ぼす影響
を検証するために，2つの仮説を立てた．
仮説 1 寄付意思がない人に寄付を促した場合，「準」自

然言語エージェントは自然言語エージェントとは
異なり募金の意図を読み取られないため，反感を
抱きにくい．

仮説 2 寄付意思がある人に寄付を促した場合，「準」自
然言語エージェントは自然言語エージェントと同
等の寄付促進効果がある．

上記 2点の仮説を検証するため，自然言語を発話する
エージェントと「準」自然言語を発話するエージェン
トを用いた参加者内実験を実施した．
2.2 実験条件
本実験は，エージェントが発話する言語条件として
自然言語条件と「準」自然言語条件の 2条件を設定し
た．また，広告条件として，仮説を検証するために「単
一のテーマ内で寄付をしたいと感じる人と寄付をした
くないと感じる人の両方がそれぞれ極端に表出してい
る」性質を持つ広告を予備実験を通じて設定した．各
言語条件で同一広告の掲載によるバイアスを解消する
ために，広告条件を 2条件設定することでカウンター
バランスを取った．以上より言語条件 2条件と広告条
件 2条件から構成される合計 4条件の参加者内実験を
設計した．
2.3 実験設定
言語条件設定について，自然言語を用いて寄付をお
願いする場合に読み上げられる文章は，「こんにちは．

図 1 募金ポスター

図 2 実験ブース

もしよろしければ，ご支援をお願いします．」である．
「準」自然言語を用いる場合は，自然言語で読み上げ
る文章を「ド」と「ラ」で変換したものを読み上げた．
「準」自然言語への変換規則は下記の通りである．
（1）「ド」と「ラ」の音のみ発話可能
（2）単語の文字数とアクセントは正しく発話
（3）単語の一文字目を「ド」，その他は「ラ」を発話
また音声を作成するにあたり，自然言語条件，「準」自
然言語の両条件での音声の特徴を統一するために同一
人物が読み上げた音声を使用した．実験で使用するロ
ボットには，川崎他 (2017) が準自然言語を発話する
ロボットとして提案しているロボットを用いた．
募金テーマ条件設定について，予備実験の結果，

SDGs内の目標から「飢餓をゼロに (テーマ 2)」「海の
豊かさを守ろう (テーマ 14)」の 2種類のテーマを選出
した．選出した広告の内容を踏まえ，実験で掲載する
募金ポスターを作成した (図 1)．募金ポスターの内容
は，寄付をお願いする一文，予備調査で提示したテー
マの文面，国際連合広報センターに掲載されている選
定したテーマに準ずるロゴから構成される．
エージェントとのインタラクションを体験するブー
スとして，エージェント，募金箱，募金ポスターの 3

要素から構成されるブース (図 2)を作成した．ブース
内でのインタラクションの長さは 15秒程度に設定し，
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図 3 不快感 (Q3,Q7)に関する実験結果 (n=20,上段:インタラクション前,下段:インタラクション後)

図 4 寄付意思 (Q1,Q5)に関する実験結果 (n=20,上段:インタラクション前,下段:インタラクション後)

この間エージェントは実験参加者に対して各言語条件
に沿う内容でインタラクションを行う．
本実験で用いたアンケートについて，4段階のリッ
カート尺度を用いたアンケートをインタラクション前
後で実施した．インタラクション前後で回答するアン
ケート項目を表 1に示す．また本実験では，インタラ
クション終了後に，謝礼金の中から実際に寄付をして
もらうように教示した．なお，実際には，実験中に寄
付した金額に関わらず謝礼金は満額支払われた．
2.4 実験手順
各条件の実験は下記のステップに分けて行う
• Step 1：インタラクション前アンケート
提示された広告テーマに対して寄付の協力度合い
と不快感に関する項目に回答する．

• Step 2：事前教示
エージェントに関する事前教示としてエージェ
ントの外見と発話する音声の事前教示を行う．ま
た，「コンビニのレジの横での募金」でのシチュ
エーションであることも併せて教示を行う．

• Step 3：インタラクション体験
各実験条件に基づくエージェントによるインタラ
クションを行う．

• Step 4：寄付
インタラクションを踏まえ，実験参加者に支給予
定の謝礼金の中から実際に寄付を行ってもらう．

• Step 5：インタラクション後アンケート
インタラクションを踏まえ寄付の協力度合いとイ
ンタラクションによる不快感に回答する．

上記手順を 1人につき 2条件分実施した．

2.5 実験参加者
本実験は弊学情報科学科に在籍する大学生 20名 (男
性 17 名 女性 3 名) を募集した．募集するにあたり，
「準」自然言語や本実験で扱うエージェントを事前に
知っていたかなどの募集条件は設けなかった．実験参
加者には実験参加の報酬として 1000円を支給した．

3. 実験結果
3.1 仮説 1について
仮説 1は，寄付意思がない人を対象に寄付を促す場
合，「準」自然言語発話を行うエージェントは不快感
を抑制するのかについて，不快感に関する項目（Q3，
Q7）に着目し検証する．インタラクション前後での不
快感の項目（Q3，Q7）と，インタラクション後の各言
語条件における不快感の項目（Q7）の回答結果を図 3

図 5に示す．不快感の推移（Q3，Q7）に関して各条件
でWilcoxon の符号付き順位和検定を有意水準 5% で
実施したところ，全ての条件でインタラクション前後
で有意差は認められなかった．また，インタラクショ
ン後の不快感（Q7）に関して，自然言語と「準」自然言
語の言語間で Wilcoxon の順位和検定を有意水準 5%

で実施したところ，言語条件間で有意差は認められな
かった．そのため，仮説 1は支持されなかった．
3.2 仮説 2について
仮説 2は，寄付意思がある人を対象に寄付を促す場
合，「準」自然言語発話を行うエージェントは寄付を
促すのかについて，寄付意思に関する項目（Q1，Q5）
に着目し検証する．インタラクション前後での寄付意
思の項目（Q1，Q5）と，インタラクション後の各言語
条件における寄付意思の項目（Q5）の回答結果を図 4
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図 5 インタラクション後の不快感 (Q7) に関する実
験結果 (上段:自然言語下段:「準」自然言語)

図 6に示す．寄付意思の推移（Q1，Q5）に関して各条
件で Wilcoxon の符号付き順位和検定を有意水準 5%

で実施したところ，自然言語エージェントによる海の
豊かさを守る内容 (テーマ 14) を呼びかけた条件で有
意差が認められ，寄付意思は促進傾向であることが示
された．また，インタラクション後の寄付意欲（Q5）
に関して，自然言語と「準」自然言語間でWilcoxonの
順位和検定を有意水準 5%で実施したところ，言語条
件間で有意差は認められなかった．そのため，仮説 2

は支持されなかった．
4. 考察
実験結果より，自然言語エージェントと「準」自然
言語間で有意差は認められず，仮説 1，仮説 2は支持
されなかった．仮説が支持されなかった理由として，
それぞれの言語が持つ特徴が作用したと考えられる．
アンケートで回答した評価値の理由を問う項目 (Q2，
Q4，Q6，Q8)について着目すると，言語間で回答内容
が異なっていた．自然言語条件における評価値の理由
を問う項目について集計したところ，エージェントが
発話していた寄付内容に，何に対しての寄付なのかや
寄付金の使用用途が含まれていなかった旨の回答が多
い．そのため，自然言語条件ではエージェントが発話
した内容を基準に判断していると考えられる．一方，
「準」自然言語条件における評価値の理由を問う項目
について集計したところ，そもそもエージェントの発
話内容が理解できなかったため，側に掲載されている
広告ポスターを見たが，何に対しての寄付なのかや寄
付金の使用用途が不明である旨の回答が多い．そのた
め，「準」自然言語条件ではエージェントから発話され
た内容では情報が足りず，欠けている情報を補う行動
として広告を注視する等の行動を誘発した可能性があ
る．そのため，各言語が持つ性質によってポスターや
発話内容に注意が惹きつけられたが，募金テーマに関
する内容を十分に伝えることが出来ず，募金テーマに
対して不信感を抱かれたのが原因だと考えられる．こ
のことから，ポスターの内容や発話内容を改善するこ
とで本研究の仮説が支持される可能性がある．

図 6 インタラクション後の不快感 (Q5) に関する実
験結果 (上段:自然言語下段:「準」自然言語)

5. まとめ
本研究では，寄付意思がない人に寄付を促した際に
反感を持たれない，かつ，寄付行動の促進を両立させ
る寄付促進エージェントの実現を目的とした．先行研
究での実験参加者の回答責任が軽いという問題を踏ま
え，「準」自然言語エージェントによる寄付行動の促進
と反感の回避を両立することが可能であるか検証する
実験を実空間で実施した．実験の結果として，「準」自
然言語エージェントによる寄付意思促進と不快感抑制
の効果は認められず，言語条件間の差も見られなかっ
た．一方で，「準」自然言語は近くに配置されている
募金ポスターへの注視を引き起こしたことから，「準」
自然言語は情報を補うための行動を引き起こしやすい
と考えられる．
今後の展望として，「準」自然言語の欠けている情報
を補う行動として，募金広告を注視する行動を視線計
測などの手法を用いて，どの程度注視する行動を誘発
するのかを計測する追実験を実施する予定である．加
えて，寄付促進や不快感に起因しているエージェント
が持つ他の要素を明らかにする予定である．
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